
１
一
は
じ
め
に

が
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
仕
事
を
す
る
人
を

「
マ
ー
マ
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
「
マ
ー
マ
」
は
、
「
主
婦
の
た
め
の
仕
事
づ
く
り
」

の
末
に
行
き
つ
い
た
働
き
方
で
も
あ
り
、
そ
の
後
の

オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
全
て
の
業
務
に
お
け
る
働
き

方
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
成
り
立
ち
と
、
十

三
年
間
の
歩
み
や
事
業
を
紹
介
す
る
。

２
一
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
事
業

　
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
家
事
・
育
児
の
経
験
が

豊
富
な
主
婦
が
、
出
産
し
た
ば
か
り
の
若
い
母
親
の

育
児
や
家
事
の
手
伝
い
や
相
談
相
手
な
ど
を
行
う

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
代
行
業
』
と
し
て
、
横
浜
市
青
葉

区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
十
三
年
前
に
産
声
を
上

げ
た
。

　
子
育
て
が
一
段
落
し
、
何
か
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
た
時
、
当
時
、
既
に
私
は
、
四
十
三
歳
で
（
求
人

欄
の
年
齢
制
限
は
三
十
五
歳
ま
で
の
も
の
が
多
か
っ

た
）
、
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
い
っ
そ
自
分
で
会
社
を
つ
く
っ

て
し
ま
お
う
と
思
い
立
つ
だ
の
が
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ

ト
設
立
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
主
婦
に
で
き
る
こ

と
で
、
社
会
的
に
意
義
が
あ
り
、
プ
ロ
と
し
て
仕
事

に
も
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
他
な
ら
な
い
『
お
母
さ

ん
』
だ
と
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
出
産
後

の
母
親
の
相
談
相
手
、
育
児
や
沫
浴
の
補
助
、
掃
除
、

洗
濯
、
炊
事
、
買
物
な
ど
を
行
う
、
若
い
母
親
た
ち

に
と
っ
て
は
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
代
行
業
で
も
あ
る
。

仲
間
の
間
で
は
、
当
時
、
「
エ
つ
！
お
母
さ
ん
代
理
？
」

と
い
う
賛
否
両
論
も
あ
り
、
そ
ん
な
中
の
準
備
と
な
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
、
手
伝
う
側
の
両
サ
イ

ド
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
、
自
分
達
の
育
児

経
験
を
ま
と
め
、
五
か
月
後
に
待
望
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

①
―
企
業
理
念

　
女
性
が
社
会
的
な
責
任
を
担
う
時
代
に
入
り
、
ま

す
ま
す
社
会
的
な
活
躍
の
場
が
広
が
り
を
見
せ
る
今
、

女
性
の
働
く
場
、
特
に
主
婦
の
多
く
の
経
験
と
能
力

を
社
会
に
還
元
す
る
仕
事
作
り
を
企
画
・
実
践
し
て

い
る
女
性
の
会
社
で
あ
る
。

②
―
会
社
概
要

社
名
設
立
資
本
金

代
表
取
締
役

所
在
地

従
業
員
数

オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
株
式
会
社

一
九
八
六
年
四
月
二
十
三
日

一
千
万
円

丹
羽
勝
子

横
浜
市
青
葉
区
青
葉
台

五
名
（
在
宅
ス
タ
ッ
フ
三
百
五
十

名
）

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

マ
ー
マ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
所
在
地

系
列
部
門

マ
ー
マ
本
部
東
京
・
横
浜

マ
ー
マ
長
野
、
マ
ー
マ
埼
玉
中
央
、

マ
ー
マ
埼
玉
南
、
マ
ー
マ
東
京
、

マ
ー
マ
横
浜
、
マ
ー
マ
千
葉
、
マ
ー

マ
名
古
屋
、
マ
ー
マ
京
滋
、
マ
ー

マ
大
阪
・
神
戸
、
マ
ー
マ
広
島
、

マ
ー
マ
高
松
、
マ
ー
マ
福
岡

母
と
子
の
研
究
所

③
―
会
社
沿
革
（
下
表
参
照
）

④
―
業
務
内
容

（
ア
）
マ
ー
マ
（
写
真
―
１
）

　
産
後
は
充
分
な
休
養
と
安
静
が
必
要
な
時
期
で
あ

る
。
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
、
精
神
的
に
も
不
安
定
な

時
期
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
母
親
の
相
談
相
手
に
な

り
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

子
育
て
と
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
が
、
マ
ー
マ
の
主
な
仕
事
で
あ
る
。

（
イ
）
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

　
母
親
の
育
児
環
境
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
り
な
が
ら
お
世
話
を
す
る
事
を
基

本
と
考
え
て
い
る
。
マ
ー
マ
シ
ッ
タ
ー
は
、
し
っ
か

り
し
た
保
育
の
研
修
を
受
け
て
お
り
、
保
育
に
情
熱

と
愛
情
を
持
っ
て
い
る
者
で
あ
る
。
母
親
在
宅
中
の

保
育
相
談
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

１
―
は
じ
め
に

２
―
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
事
業

３
―
就
労
者
の
実
情
に
つ
い
て

４
―
お
わ
り
に

会
社
沿
革

一
九
八
六
年
:
『
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
株
式
会
社
』

設
立
一
九
八
七
年
:
「
産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
」
を
開
発

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
後
「
マ
ー
マ
事
業
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
事
業
開
始
当
初
よ
り
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
事
業
と
し
て
若
い
母
親
は
も
と
よ

り
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
等
各
方
面
か
ら
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
順
調
に
業
務
に
業
務
を
展
開

一
九
八
八
年
:
全
国
よ
り
「
マ
ー
マ
本
部
」
へ
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
「
マ
ー
マ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
全
国
十
三
都
市
に
発
展

一
九
八
九
年
:
「
母
と
子
の
研
究
所
」
設
立
。
「
マ
ー

マ
」
の
仕
事
を
通
し
て
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
母

と
子
、
母
親
自
身
・
子
ど
も
自
身
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え

て
い
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
べ
く
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
「
マ
ー
マ
通
信
」
を
季
刊
誌
で
発
行

し
教
育
・
啓
発
活
動
に
努
め
る
。
そ
の
後
、
厚
生
省

心
身
障
害
研
究
に
も
三
年
間
関
わ
り
、
民
間
事
業
の

実
態
研
究
を
発
表
す
る
。
ま
た
、
「
マ
ー
マ
」
を
利

用
し
た
ご
家
族
の
熱
い
要
望
に
答
え
、
新
た
に
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
業
務
を
設
け
る
。

一
九
九
一
年
:
社
団
法
人
全
国
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
協

会
入
会
。
協
会
設
立
に
は
任
意
団
体
よ
り
参
加
、
役

職
の
中
で
設
立
。
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
参
加

一
九
九
四
年
:
乳
幼
児
を
持
つ
ご
家
族
を
対
象
に

「
マ
ー
マ
」
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
開
始

一
九
九
六
年
:
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
働
き
手

の
た
め
の
「
相
談
窓
口
」
を
開
設
。
そ
こ
か
ら
の
事

例
を
も
と
に
し
た
交
流
会
中
心
の
「
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
同
時
開
設
し
、
子
育
て
支
援
関
係
者
向
け
の

研
修
講
師
派
遣
を
開
始

一
九
九
七
年
:
神
奈
川
県
指
定
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研

修
事
業
主
の
認
可
を
取
得
、
研
修
を
開
始

一
九
九
八
年
:
社
会
福
祉
法
人
横
浜
市
福
祉
サ
ー
ビ

ス
協
会
と
「
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
設
立
。
利
用
者
・
働
き
手
の
た
め
の
特
設
電
話
を

開
設
。
横
浜
市
・
神
奈
川
県
・
厚
生
省
後
援
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
横
浜
市
長
も
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し

て
参
加
。
一
千
人
の
参
加
者
を
迎
え
大
盛
況
に
て
終

了
。
結
果
は
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
通
信
を

発
行
し
教
育
・
啓
発
活
動
に
努
め
る
。
ほ
か
「
ホ
ッ

ト
ほ
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
声
を
受
け
、
人
間
関

係
を
重
視
し
た
人
材
育
成
を
開
始
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②丹
羽
勝
子 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

主
婦
の
就
労
の
場
と
し
て
の
「
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
」



（
ウ
）
き
っ
ず
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
か
え
り
な
さ
い
マ
ー

マ　
一
人
ぼ
っ
ち
の
部
屋
に
子
ど
も
を
帰
宅
さ
せ
る
の

は
心
配
な
も
の
で
あ
る
。
お
か
え
り
な
さ
い
マ
ー
マ

は
、
学
童
期
の
子
ど
も
を
家
で
お
迎
え
し
、
子
ど
も

の
お
世
話
、
お
稽
古
や
病
院
の
同
行
、
宿
題
の
指
導
、

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
等
な
ど
、
母
親
が
必
要
と
す
る

様
々
な
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
る
。

（
エ
）
グ
ル
ー
プ
保
育
（
写
真
―
２
）

　
複
数
の
子
ど
も
を
経
験
を
積
ん
だ
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

が
責
任
を
持
っ
て
保
育
す
る
。
お
友
達
と
ゆ
っ
く
り

お
し
ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
い
時
、
お

仕
事
の
グ
ル
ー
プ
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
い
時
、

同
窓
会
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
各
種
講
演
会
出
席
等
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
オ
）
病
後
児
保
育

　
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
は
し
か
等
、
保

育
園
に
行
け
な
い
時
、
働
く
母
親
に
か
わ
っ
て
マ
ー

マ
が
お
世
話
を
す
る
。

（
カ
）
母
と
子
の
研
究
所

　
各
種
通
信
の
編
集
。
子
育
て
支
援
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
関
連
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
調
査
。
心
理
相
談
。

対
人
援
助
者
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
講
師

派
遣
。

（
キ
）
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
企
画
・
運
営
。
各
種
講

座
、
研
修
会
、
交
流
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
つ
ど
い
、

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
運
営
。

（
ク
）
他
企
業
福
利
厚
生
部
門
と
の
業
務
提
携

　
福
利
厚
生
部
門
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
と
の
業

務
提
携

⑤
―
運
営
に
つ
い
て

変
わ
ら
な
い
気
持
ち
を
貫
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

今
年
の
不
況
の
風
も
幾
分
和
ら
い
で
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
一
就
労
者
の
実
情
に
つ
い
て

　
内
勤
の
ス
タ
ッ
フ
が
五
名
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
の
範
囲
内
で
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
東
京
・
横
浜
本
部
の
登
録
者
は
、
三
百
五
十

人
で
、
そ
の
中
か
ら
、
業
務
内
容
・
勤
務
地
域
・
時

間
帯
な
ど
の
条
件
に
あ
っ
た
人
を
話
し
合
い
の
上
で

決
定
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
、
登
録
者
の
ほ

と
ん
ど
が
主
婦
で
、
そ
の
主
婦
の
知
恵
は
、
オ
フ
ィ

ス
ポ
ケ
ッ
ト
全
て
の
業
務
に
反
映
さ
れ
、
他
と
は
一

味
違
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
で
は
、
本
部
を
中
心
に
、
全
国
に
十
三
か
所
、

二
千
人
程
の
働
き
手
を
か
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

成
長
し
た
。
各
地
の
事
業
主
は
、
地
域
性
が
あ
る
の

で
基
本
的
に
は
独
立
採
算
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

加
盟
金
と
会
費
を
納
入
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
受
け

継
ぐ
仕
組
み
が
あ
る
。
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
各
地
域
の
主
婦
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
よ
り
、

主
婦
に
よ
る
主
婦
の
た
め
の
仕
事
作
り
に
向
け
た
努

力
が
今
日
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

⑥
―
経
営
の
現
状
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
オ
ー
ナ
ー
が
営
業
の

中
核
を
な
し
て
い
る
。
産
後
の
お
手
伝
い
に
関
し
て

は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
活
用
と
、
病
院
産
科
へ
、
会

社
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
通
信
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
を
設
置
し
て
も
ら
う
事
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
て
い
る
ご
家
族
へ
の
情
報
提
供
の
一
番
の
近
道

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
営
業
力

の
確
保
と
強
化
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
が
、
「
さ
さ

や
か
な
主
婦
の
声
を
聞
き
漏
ら
さ
ず
、
そ
れ
ら
を
真

心
を
持
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
替
え
、
一
件
一
件
訪
ね
歩

く
」
と
い
っ
た
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
創
立
の
時
と

①
―
就
労
希
望
者
層
の
変
化
に
つ
い
て

一
九
八
六
年
～
　
創
立
と
共
に
四
十
歳
代
か
ら
五
十

歳
代
の
主
婦
層
の
希
望
者
が
殺
到
。
彼
女
ら
の
「
多

く
の
経
験
と
能
力
を
社
会
に
還
元
し
た
い
」
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
約
し
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
事

業
は
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト
。

一
九
八
八
年
～
　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
あ
い
ま
っ
て
、

四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
の
主
婦
層
の
就
労
希
望
者

の
働
く
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
浸
透
。
各
地
域
の
都
市

部
へ
の
広
が
り
も
。
話
題
性
が
、
潜
在
的
な
主
婦
の

能
力
を
掘
り
起
こ
す
結
果
と
な
り
、
日
本
全
国
の
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
充
分
に
埋
め
る
に
足
る
マ
ン
パ
ワ
ー

と
し
て
一
気
に
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
。

一
九
九
一
年
～
　
少
子
化
に
よ
り
、
「
子
育
て
支
援
」

の
考
え
方
が
社
会
に
広
が
り
、
同
時
に
、
就
労
希
望

者
・
起
業
志
願
者
が
急
増
し
、
ニ
ー
ズ
を
遥
か
に
上

回
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
九
五
年
～
　
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
、
就
労
希

望
者
の
半
数
以
上
を
、
六
十
歳
以
上
が
占
め
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
景
気
の
低
迷
、
若
年
層
の
失
業
率

の
増
加
を
反
映
し
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
歳
代
前
半

の
就
労
希
望
者
の
増
加
が
目
立
ち
、
三
十
歳
代
の
就

労
希
望
者
も
徐
々
に
増
加
の
傾
向
を
見
せ
る
。

　
社
会
情
勢
や
主
婦
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

沿
っ
た
仕
事
作
り
へ
向
け
て
日
夜
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
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②
―
就
労
者
の
職
業
意
識
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
を
職
業
と
し
て
選
択
し
た
理

由
に
、
経
済
的
な
理
由
を
挙
げ
る
も
の
は
少
な
く

（
一
五
％
）
、
最
も
多
い
理
由
は
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き

（
六
六
％
）
、
以
下
経
験
や
才
能
を
生
か
し
た
い
（
四

八
％
）
、
自
分
自
身
を
高
め
る
た
め
（
三
七
％
）
、
子

育
て
等
の
一
段
落
し
た
ゆ
と
り
の
時
間
を
活
用
（
三

四
％
）
、
社
会
貢
献
の
た
め
（
二
八
％
）
、
出
生
率
の

低
下
や
乳
幼
児
虐
待
な
ど
の
社
会
問
題
解
決
の
助
け

と
な
る
た
め
（
二
二
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ

ん
好
き
な
主
婦
が
、
自
分
の
子
ど
も
の
手
が
離
れ
た

時
に
、
自
己
の
成
長
と
、
社
会
参
加
を
目
指
し
た
結

果
が
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
を
職
業
に
選
択
し
た
理

由
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
表
―
１
　
丹
羽
勝
子
「
厚
生

省
心
身
障
害
研
究
」
）
。
ま
た
、
扶
養
控
除
の
範
囲
内

で
の
働
き
方
を
希
望
し
て
お
り
、
枠
一
杯
で
の
働
き

方
を
望
む
層
と
、
週
二
～
三
回
の
枠
で
の
働
き
方
を

望
む
層
と
半
々
に
分
か
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
社
会

還
元
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
職
業
の
選
択

を
し
て
い
る
。
支
援
者
の
大
半
を
占
め
る
四
十
歳
代
・

五
十
歳
代
を
中
心
と
す
る
主
婦
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
、
自
分
達
が
育
っ
た
時
代
の
「
結
婚
の
幸
せ
・

家
庭
を
守
る
幸
せ
」
と
い
っ
た
価
値
観
か
ら
、
現
代

の
「
家
庭
も
大
切
」
「
社
会
へ
も
」
と
い
っ
た
価
値

観
の
変
化
の
中
で
、
「
女
性
の
自
分
探
し
の
旅
」
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
世
代
と
言
え
る
。
最
近
の
調

査
か
ら
も
、
特
に
、
四
十
歳
代
・
五
十
歳
代
の
姑
世

代
は
、
「
子
育
て
や
家
事
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
へ

色
々
な
知
恵
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い
う
願
い
を

強
く
持
っ
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
「
現
代
の
嫁
姑
関
係
」
）

③
―
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
用
目
的
と
ラ
イ
フ
ス
タ

　
イ
ル

　
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
利
用
者
の
利
用
目
的

は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
そ
の
も
の
を
利
用
目
的
と
し
て

い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
家
事
を
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
」
が
最
も
多
く
、
家
事
の
中
で
は
食
事
の

事
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
物
の
順
に
希
望
が
多
く
あ
っ

た
。
次
に
多
か
っ
た
希
望
は
「
自
分
の
心
身
の
休
養

の
た
め
」
で
、
経
産
婦
の
希
望
は
「
育
児
不
安
・
母

乳
不
安
」
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用
率
と
実
母

不
在
率
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
他
に
、
「
義
母
・
実
母
の

支
援
は
気
疲
れ
す
る
」
「
頼
み
に
く
い
」
「
親
世
代
が

今
の
育
児
を
知
ら
な
い
」
「
親
世
代
の
持
つ
育
児
情

報
・
知
識
・
技
術
・
指
導
で
は
満
足
で
き
な
い
」
と

す
る
今
の
育
児
事
情
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
外

部
か
ら
の
支
援
を
利
用
し
お
金
で
解
決
し
た
か
っ
た
」

と
す
る
若
い
世
代
の
意
向
も
う
か
が
わ
れ
た
。
夫
の

支
援
に
関
し
て
は
、
「
仕
事
で
忙
し
い
」
「
育
児
休
暇

が
な
い
、
ま
た
は
少
な
い
」
「
家
事
・
育
児
が
で
き

な
い
」
が
理
由
の
利
用
目
的
で
あ
っ
た
（
表
―
２

丹
羽
勝
子
「
厚
生
省
心
身
障
害
研
究
」
）
。

　
普
段
か
ら
顔
な
じ
み
で
、
か
つ
子
ど
も
と
も
仲
良

し
に
な
っ
て
い
た
り
、
家
庭
内
の
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
な
い
と
役
に
た
た
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う

考
え
方
の
一
方
で
、
子
ど
も
や
家
事
の
苦
手
な
身
内

よ
り
、
プ
ロ
の
子
育
て
・
家
事
支
援
者
へ
大
き
な
信

頼
が
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
（
母
と
子

の
研
究
所
　
病
後
児
保
育
ニ
ー
ズ
調
査
）
。
プ
ロ
の

支
援
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
利
用
者
の
通
念
が
変

え
ら
れ
た
例
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
大
半
を
占
め
る
若
い
母
親
世

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
家
庭
や
子
育
て
に
お
い

て
も
、
お
仕
着
せ
で
は
な
く
、
「
自
分
で
考
え
、
沢

山
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
が
納
得
し
た
も
の
を
自

分
で
選
ぶ
」
や
り
方
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

４
一
お
わ
り
に

　
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
の
業
務
は
、
こ
う
し
た
、
家

庭
の
事
に
他
者
の
手
を
借
り
る
こ
と
を
良
し
と
す
る

若
い
世
代
と
、
社
会
で
自
己
実
現
を
考
え
る
主
婦
世

代
と
の
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
産
物
と
言
え
る
。
こ

の
事
業
を
始
め
た
当
初
、
世
間
一
般
の
主
婦
に
対
す

る
評
価
は
低
く
、
非
難
も
多
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
た
。

そ
の
多
く
は
、
「
主
婦
と
言
う
の
は
無
責
任
だ
か
ら

困
る
」
「
人
間
関
係
の
相
互
の
心
理
が
つ
か
め
な
い
」

「
公
私
混
同
が
激
し
い
」
「
仕
事
に
行
き
詰
ま
る
と
す

ぐ
や
め
て
し
ま
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
非
難

さ
れ
た
主
婦
の
社
会
性
の
少
な
さ
も
、
研
修
を
し
っ

か
り
積
め
ば
、
プ
ロ
と
し
て
充
分
に
や
っ
て
い
け
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
中
で
確
信
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
料
理
、
洗
濯
、
買
物
、
子

育
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
…
と
、
朝
早
く
か
ら
起
き

て
夜
遅
く
ま
で
何
十
年
も
家
族
を
支
え
続
け
る
「
主

婦
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
基
礎
」
は
、
若
さ

の
秘
訣
、
生
き
る
力
、
し
な
や
か
さ
、
と
な
り
、
そ

れ
ら
は
、
プ
ロ
意
識
と
あ
い
ま
っ
て
、
実
に
素
晴
ら

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
〈
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
㈱
　
代
表
取
締
役
〉

表－1　職業選択をした理由表－2　産後ヘルパーの利用目的と支援内容〈
参
考
文
献
〉

　
「
産
後
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
調
査
」
丹
羽
勝
子

　
　
厚
生
省
心
身
障
害
研
究

「
産
後
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査
」

　
　
丹
羽
勝
子
　
厚
生
省
心
身
障
害
研
究

「
病
後
児
保
育
ニ
ー
ズ
調
査
」
母
と
子
の
研
究
所

「
現
代
の
嫁
姑
関
係
」

　
　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
／
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト

　
　
株
式
会
社
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